
〇
丸
３
年
を
迎
え
る
介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

も
う
す
ぐ
丸
３
年
を
迎
え
ま
す
。
富
津
市
で
の
介
護
保
険
事
業

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
。市

の
総
人
口
は
、
毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
人
口

（
65
歳
以
上
の
人
）
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
８
月

現
在
で
は
、
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）

は
、
１
万
２
０
０
０
人
を
越
え
て
お
り
、
高
齢
化
率
は
23
％
ほ

ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
は

１
３
３
１
人
で
、
そ
の
割
合
は
11
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
４
月
の
制
度
施
行
時
点
で
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
お
よ
そ
９
０
０
人
、
割
合
は
８
％
ほ
ど
で
し
た
の
で
、
人

数
、
割
合
と
も
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
も
、
毎
年
拡
大
し
て
い
ま
す
。

〇
事
業
計
画
の
見
直
し

認
定
者
数
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
拡
大
を
踏
ま
え
、
平

成
15
年
４
月
か
ら
、
介
護
保
険
の
新
し
い
事
業
計
画
が
始
ま
り

ま
す
。
事
業
計
画
と
は
、
富
津
市
で
ど
ん
な
事
業
が
ど
れ
だ
け

必
要
に
な
る
の
か
検
討
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
総
量
な
ど
を
予
測
す
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る
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
は
３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い
、
こ

の
予
測
に
よ
り
、
富
津
市
の
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
基

準
額
（
年
額
）
が
決
ま
り
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
、
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
懇
談
会
を
開
催
し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
の
２
月
に
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
全
員
を
対
象
に
「
介
護
保
険
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
号
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
の
一
部
と
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
い
ろ
い
ろ
な
希
望
や
意
見

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
特
集
号
第
２
報
（
平
成
15
年
２

月
発
行
予
定
）
で
は
平
成
15
年
度
か
ら
の
保
険
料
を
中
心
に
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
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認定申請時のお願い！
介護保険の認定は、通常、申請から30日以内に決定し被保険者
証を郵送します。ただし、次のようなときには遅れる場合があり
ますので注意して下さい。
・病院への受診が長期間ないとき
・人院中で急性期の状態であるとき
・認定調査員が本人、家族に連絡しても連絡が取れないとき

申請書には、日中連絡が可能な電話番号（携帯電話でも可）を
記入し、主治医が本人の様子を記入できるかどうかわからない場
合は、事前に病院へ確認するようお願いします。

高額介護サービス費の申請では…
市から送られた申請書に記入のうえ、領収書の添付が必要にな
ります。こちらもお忘れなく！

デイケア中、風船バレーでリハビリ
する利用者の皆さん　
介護老人保健施設 ケアセンターさきぐさにて

富富富富津津津津市市市市のののの介介介介護護護護保保保保険険険険のののの実実実実施施施施状状状状況況況況ををををおおおお知知知知ららららせせせせししししまままますすすす
介護保険制度とは…

高齢化や核家族化が進んだいま、介護は
誰にも避けては通れない問題になっていま
す。介護保険制度は、介護を必要とする本
人や家族の負担を、社会全体で支えあうた
めにつくられた制度です。

問 介護保険課　�80・1262
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「介護保険に関するアンケート調査」の結果をお知らせします！

今年2月に行ったアンケートの結果をお知らせします。この調査結果を踏まえ、現在、市では平成15年から実施される介護保険
事業計画の見直しを行っています。この計画により、1号被保険者（65歳以上の人）の介護保険料基準年額も決定します。

調査基準日 平成14年2月8日

調査配布数 1,305件

回　収　数 768件（58.9％）

①年齢

②介護度

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

40－64

65－74

75－84

85－ 

不明 

（歳） 

7.4％（57人） 7.4％（57人） 5.35.3％（41人） 5.3％（41人） 

15.9％ 
（122人） 

36.7％ 
（282人） 

34.6％ 
（266人） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

要支援 
要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5
わからない 
不明 

6.0％（46人） 6.0％（46人） 3.33.3％（25人） 3.3％（25人） 

16.4％ 
（126人） 

15.0％ 
（115人） 

13.9％ 
（107人） 

16.5％ 
（127人） 

13.3％ 
（102人） 

15.6％ 
（120人） 

・全体の７割ほどが75歳以上の人です。施設サービス利用者では６割が要
介護４・５の人になっています。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

居宅サービス 

施設サービス 

サービス未利用 

50.4％ 
（387人） 

24.3％ 
（187人） 

25.3％ 
（194人） 

・返送いただいたアンケートを、利用しているサービスごとに分けるとこ
のようになります。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

非常に満足 

ほぼ満足 

やや不満 

非常に不満 

31.2％ 
（151人） 

61.8％ 
（299人） 居宅  

6.26.2％（3030人） 

0.80.8％（4人） 

6.2％（30人） 

0.8％（4人） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

非常に満足 

ほぼ満足 

やや不満 

非常に不満 

不明 

どちらとも 
いえない 施設 

28.9％ 
（54人） 

34.2％ 
（64人） 

21.9％ 
（41人） 

11.8％ 
（22人） 

2.12.1％（4人） 1.11.1％（2人） 2.1％（4人） 1.1％（2人） 

・利用しているサービスに満足しているとの回答は、居宅サービスで93％、
施設サービスで63％となっています。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

38.8％ 
（298人） 

24.7％ 
（190人） 

16.1％ 
（124人） 

5.1％（39人） 1.6％（12人） 5.1％（39人） 1.6％（12人） 

1.8％（14人） 1.8％（14人） 

11.8％ 
（91人） 115

納得 

概ね納得 
どちらとも 
やや不満 
不満 
その他 
不明 

・63％の人が認定結果に納得しています。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

希望どおり 

ほぼ希望どおり 

その他 

不明 

あまり希望どおり 
でない 

37.0％ 
（143人） 

41.3％ 
（160人） 

14.5％ 
（56人） 

4.1％（16人） 3.1％（12人） 

・希望と違うプランになった理由では「希望の日、時間の予約ができない」
がもっとも多くなっています。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

大きい 

やや大きい 

適当 

やや小さい 
小さい 

不明 

18.4％ 
（141人） 

21.5％ 
（165人） 

26.6％ 
（204人） 

32.0％ 
（246人） 

0.5％（4人） 1.0％（8人） 

・「大きい」「やや大きい」をあわせて40％、「適当」が32％となっています。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

保険料を高くしても 
サービスを増やすべき 
保険料はほどほどでサービ 
スも見合ったものにすべき 
保険料をさげてサービス 
も減らすべき 
わからない 

その他 

不明 

13.8％ 
（106人） 

33.9％ 
（260人） 

25.0％ 
（192人） 

23.2％ 
（178人） 

2.2％（17人） 2.0％（15人） 

・ほどほどの保険料とサービス量を望む割合がもっとも多くなっています
が、「わからない」も次に多くなっています。

0 50 100 150件 

移送サービス 

紙おむつ支給サービス 

現状のままで 

配食サービス 

わからない 

140140140
117

100

929292
82

・新たな居宅サービスの希望では、「移送サービス（通院などの外出支援）」
が140件寄せられていますが、「現状のままでいい」も100件あります。

0 50 100 150 200件 

家族負担軽減のための施策 

入所施設の増加 

公平な認定 

苦情相談窓口の開設 

しくみや利用の情報提供 

低所得者に配慮した保険料 
設定 

195

159

139

130

110

104

・100件以上寄せられた施策は６種類になります。「家族負担軽減のための

施策」は居宅サービス利用者からは147件寄せられています。ほかには

「健康づくり・保健事業」「訪問・通所サービスの充実」「低所得者に配

慮した利用料設定」と続いています。

・ヘルパー、デイサービスの利用に満足している
・制度自体、用語などがむずかしい
・施設にずっと入所していられるか不安がある
・施設を増やしてほしい
・施設に入所し、本人、家族とも助けられた
・本人がサービスを受けたがらない
・高齢、無収入者は保険料を免除してほしい
・事業者を選ぶにあたっての情報が足りない

〇利用者について

①サービスの区分

〇利用しているサービス

②ケアプラン満足（居宅サービス利用者）

①認定結果

〇認定・ケアプランについて

③満足度（施設サービス）

②満足度（居宅各サービスの計）

〇アンケートでは、自由意見もうかがいました。そのうち
主なものを紹介します。

〇今後の施策で特に力をいれるべきこと（居宅サービス利
用者・未利用者の合計）

③特別給付（居宅サービス利用者・未利用者の合計）

②保険料とサービスのありかた

①保険料の負担感

〇保険料など


